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新潟県立村上中等教育学校長 吉井 裕也

県大会の前日、２，３年生の前でリハーサルを行いました。

３年２組の馬場あすかさんが、「令和２年度わたしの主張」で村上・岩船地区代表に選ばれました。タイトルは、

「私にしかできないこと」。定期考査最終日の18日（金）、３学年集会に２年生も加わって、リハーサルが行われ

ました。馬場さんは、緊張しながらも、よく通るはっきりとした声で、自分の思いを述べました。翌日、本番で

は、発声に抑揚をつけるなどして、いっそうメリハリの効いた発表を披露してくれました。会場で見守っていた

私は、ただただ目頭が熱くなってくるのを感じていました。この発表は、10月1日（木）の後期始業式（放送）で

再現してくれることになっています。以下に、リハーサルを聴いた３年生の感想をいくつか紹介します。

● 私も、小学校時代の友だちに少し皆とは違う人がいたが、今回の主張を聞いて、それも一つの個性だと思え

るようになってきた。● とても心に響いた。私自身も昔、人間関係で過ちを犯し、自分に自信が持てないまま中

学生になったが、馬場さんの発表や先生の話を聞いて、少し前を向けるようになったと思う。● 発表の仕方に圧

倒されました。一人一人違う人生、違う問題を抱えていることを、改めて知ることができました。● 事実を言っ

たら何か変わってしまうかもしれないという恐れを乗り越えて、勇気を出して公表するのは本当にすごいことだ

と思った。スピーチを聴いていて、鳥肌が立った。● もしかしたら自分みたいに無知、無関心な人間が差別の輪

を拡げているのかもしれないということに気付き、胸が痛かったです。コロナの差別もあるので、みんなで人権

について考えなければいけないと思いました。

9/19 越後妻有文化ホール（十日町市）で開催された「わたしの主張新潟県大会」


